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要約 

本稿では，①科学的・包括的な知識に基づき，性に関する情報の取捨選択及び正しい行動選択ができるよう

にする，②性に対する自身の価値観を有することができるようにする，③セクシュアリティにおける多様性を

理解し，他者を尊重する態度が身につけられるようにする，の 3 点を目標に，『国際セクシュアリティ教育ガ

イダンス』1)の指針や水準を基に独自に学習内容や教材を開発し，授業を実践した具体的内容やその教育的効

果について取り上げた．第 1 時の授業前と第 7 時の授業後に実施した自記式質問紙調査結果を比較すると，授

業前・授業後調査に共通する全項目において授業後調査の方が高値を示す結果となった．このことから，本実

践が生徒たちの性（教育）に関する既有の知識や経験を包括的に補い，学習内容に対する充足感を与え，性に

関する正しい知識の獲得と性に対する価値観の確立や変容につながり，正しい行動選択を可能にすることが示

唆された．また授業後調査の生徒の感想から，本実践の学習内容が生徒たちにとって「机上の空論」や「他人

事」とならずに捉えられ，（これからの）生活と密接にかかわる内容であると認識されたことも示唆された． 

 
キーワード：性教育 注釈１），教材開発，全７時間，中学２年生 

 

1 実践の背景及び目的 

近年，社会環境の変化や情報化社会の進展により，

子どもたちを取り巻く環境が大きく変化している．イ

ンターネット上には性に関する情報が氾濫し，子ども

たちは無防備な状態で性情報に曝されているだけでは

なく，SNS 等を介して性犯罪に巻き込まれることもあ

る．また，子どもの心身の発達における性的成熟と社

会的成熟のアンバランスや晩婚化等が起因となり，若

年層のエイズ及び性感染症や人工妊娠中絶が世界的に

課題となっている．さらに，セクシュアルマイノリテ

ィへの社会的関心が高まる中，学校生活を送る上で正

しい理解に基づいて，生徒一人一人の心情等に配慮し

た個別の支援が必要とされるなど，子どもたちだけで

はなく親や教師を含む大人たちにとっても性に関する

正しい知識の獲得や行動選択，多様性への理解が喫緊

の課題となっている． 
学校における性教育は生徒の「人格の完成」と「豊

かな人間形成」を究極の目的とし，性教育で得られた

知識・理解を土台として，正しい判断力を身につけ，

その判断のもとに自らが行動に移せるような力を育む

ことが重要であると考える．各国の研究成果では「無

知と誤った情報が生命を脅かす」と性教育の重要性が

強調されるように，性教育によって性交年齢が早まっ

たとの傾向はなく，むしろ遅くさせ，慎重にさせる結

果がみられている 1)2)3)．しかし，日本の学習指導要領

における「性に関する箇所」の表現は極めて表面的で

あり，明確な性教育の内容を示すものではない 4)．田

代 5)は「過激な性教育バッシングが激化するなかで，

性交やコンドーム，避妊などの科学的な知識を扱う性

教育が『過激な性教育』とされ，現在でも文部科学省

は性教育を積極的に推進する姿勢は示していない」と

述べ，日本は性教育の実践において「最後進国」6)と

して世界に取り残されつつある状況だと指摘している．

日高 7)の教師 5,979 名を対象にしたセクシュアルマイ

ノリティに関する意識調査によると，「教育の現場で同

性愛について教える必要がある」と回答した割合は

62.8%，「性同一性障害について教える必要がある」と
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回答した割合は 73%である一方，「実際に LGBT につ

いて授業に取り入れた経験がある」と回答した割合は

13.7%であり，教師の意識と実際の指導の間に大きな

食い違いが生じている．その理由として，「同性愛や性

同一性障害についてよく知らない」，「教科書に書かれ

ていない」，「教えたいと思うが教えにくい」などが挙

げられ，授業で取り扱いたくても扱うことのできない

難しさや苦慮，ジレンマなどが学校現場において存在

し，先述の「消極的姿勢」が少なくとも影響している

と考えられる． 
そこで筆者は「包括的性教育」を目標に学習指導要

領に明示される内容を超えた学習内容・教材を開発し，

挑戦的に実践を試みた．本稿では，本校で中学 2 年生

を対象に取り組んだ全 7時間の性教育実践内容とその

教育的効果について報告し，これからの中・高等学校

の性教育学習指導の在り方の一助とすることを目的と

する．  

 

2 実践の概要 

2.1 本実践の前提 
単元全体の構成は，2009 年に UNESCO が効果的

な性教育の指針として発表した『国際セクシュアリテ

ィ教育ガイダンス（以下，『ガイダンス』）』1)（2017
年には日本語訳が出版された）を参照した．その理由

として，学習指導要領は「学校が編成する教育課程の

大綱的な基準を制定している」にすぎず，子どもたち

を取り巻く性に関する課題（性的成熟や性的行動の低

年齢化，性的虐待，性的搾取，意図しない妊娠，性感

染症等）に対して具体的にどのように応えていくのか，

明確な内容を示していないためである．一方，『ガイダ

ンス』は UNAIDS，UNESCO，UNFPA，UNICEF，
WHO が協同し，世界中から集められたセクシュアリ

ティ教育に関わる 87 の研究や実践をふまえ，セクシ

ュアリティ教育の基本課題と具体的な実践のポイント

を明示した手引書である．国際的なレベルでの質の高

さ，受け入れやすさ，確かな位置づけを確保するため

に設計されたプロセスを通して開発されており，第一

の目的に「子どもや若者が性的・社会的にも責任ある

判断と選択ができる知識やスキル，価値観を持つこと」

を掲げ，性の多様性を重んじ，セクシュアリティ教育

の重要性を説いている 1)．また，5～18 歳を 4 段階に

分け，テーマごとに各年齢における内容項目と学習課

題を具体的に設定している点も特徴の 1 つである（例

えば「生殖」に関する項目では，5～8 歳の段階で「赤

ちゃんがどこから来るのかを説明する」を目標とし，

9～12 歳の段階で基本的な避妊方法についても確認す

ることが掲げられている）． 
本実践の授業対象者は中学 2 年生であることから，

『ガイダンス』における「レベル 3」に該当するとし

て授業を構成・展開した．生徒たちの性的成熟と知的

要求や疑問に即し，取り扱うテーマによっては「レベ

ル 2」に該当する内容の学習が必要と判断したものも

存在し，単元全体を「レベル 3」に統一していない． 
事前調査として第 1時の授業前に自記式質問紙調査

を実施した．その中の「（１）今までに性教育の授業を

受けたことがありますか．」の設問に対して「はい」と

回答した割合は 90.0％を示し，ほとんどの生徒が性教

育の授業を受けたことがあることが判明した． 

 
2.2 授業対象・実施時期 
 2019 年 10 月上旬から 11 月下旬にかけて中学 2 年

生男子 123 名（41 名×3 クラス）を対象に保健授業に

て実施した． 

 
2.3 単元全体の目標 
・科学的・包括的な知識に基づき，性に関する情報の

取捨選択及び正しい行動選択ができるようにする． 

・性に対する自身の価値観を有することができるよう

にする． 

・セクシュアリティにおける多様性を理解し，他者を

尊重する態度が身につけられるようにする． 

 
2.4 単元の評価規準 
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2.5 全 7 時間の単元計画と主な学習内容・実際に授 
業で使用したスライド資料 

次 日付 学習内容 

1 10月03日 性教育の特性・意義・必要性 

2 10月10日 性教育の歴史 

3 10月24日 ヒトの発生‐妊娠・出産の実際‐

4 10月31日 避妊の実際‐性の危機管理‐ 

5 11月 14日 青少年の性をめぐる今日的課題①

6 11月 21日 青少年の性をめぐる今日的課題②

7 11月 28日 性教育の総まとめ 

 
第 1 時「性教育の特性・意義・必要性」 

・教わる側の知識・経験・考え方の差が大きいこと． 

・教える側の価値観の影響が大きいこと． 

・性行為（行動）は学習によるものであること． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 時「性教育の歴史」 

・時代背景によって“性”の意味合いや捉え方は異な

ること． 

・現在の性教育の在り方は，これまでの性に関する政

策や取組み，書物等を無視しては理解できないこと． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 121 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 時「ヒトの発生‐妊娠・出産の実際‐」 

・教科書に記載の「受精の経過」は極めて表面的であ

ること． 

・年代別の妊娠率や妊孕性，自然流産率等のデータを

基に自分自身の将来について考えること． 
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第 4 時「避妊の実際‐性の危機管理‐」 

・コンドームの利点は性感染症予防になることと比較

的安価で手軽に購入できることであり，欠点は男性

主体で妊娠のリスクがあること． 

・ピルの利点は高い避妊効果が望め，女性主体で可逆

性があること，欠点は性感染症予防にならないこと，

処方が必要で費用を要すること． 

・日本におけるピルの使用率が極端に低い理由は，国

の指針の影響であること． 

・コンドーム装着の実演を通して，正しく装着する方

法やその重要性を理解すること． 
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第 5 時「青少年の性をめぐる今日的課題①（性感染症・

性情報）」 

・性感染症は主に膣性交，口腔性交，肛門性交によっ

て感染すること． 

・性感染症の種類や特徴，症状は様々であること． 

・感染者数が日本最多の性感染症はクラミジアで，感

染者数が近年急増している性感染症は梅毒であるこ

と． 

・性感染症を予防するためにはコンドームを使用する

ことが有効であり，「NO SEX，SAFE SEX，SAFER 
SEX」の考え方も大切であること． 

・性感染症は検査で分かり，治療できること． 

・SNS 等に起因する事犯の被害児童数が過去最多件数

であること． 

・安易に性情報に飛びつかないよう正しい知識と判断

が重要であること． 
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第 6 時「青少年の性をめぐる今日的課題②（多様な性

への理解‐LGBT を中心に‐）」 

・性のあり方を構成する要素は無数に存在し，性のあ

り方は多様であること． 

・脳の性分化（性自認や性的指向等）は出生後の社会

環境等の影響よりもホルモン（アンドロゲン）や遺

伝的要因，胎内環境等の先天的影響が大きいこと． 

・LGBT 等のセクシュアルマイノリティは現在も差別

や偏見，暴力にさらされていること． 

・多数派＝普通という考えはワールドスタンダードで

はないこと． 
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第 7 時「性教育の総まとめ」（スライド資料無し） 

・性のあり方や考え方は多様であり，他者の視点に立

った振る舞いが重要であること． 

・豊富な知識を有していても，アウトプットの方法を

間違えれば法に触れてしまう可能性があること． 

・性教育とは理性を持ってどのように生きるのかとい

う教育であること．  

 

3 教育的効果の検証 

 第 1時の授業前と第 7時の授業後に自記式質問紙調

査を実施した．質問紙における項目は，東京都教育委

員会が実施している「性教育（中学校）の実施状況調

査 8)」などを参考に独自に設定し，「1.あてはまる 2.
ややあてはまる 3.あまりあてはまらない 4.あては

まらない」の 4 件法で回答を求めた．項目の詳細は以

下の通りで，授業前・授業後調査に共通する項目は（2）
～（10）の 9 項目である． 
分析方法は，対応のある 2 値型の 2 つの処理の結果

に差があるか否かを検定するためにMcNemar検定を

用いた．分析の際，「1.あてはまる 2.ややあてはまる」

を「はい」，「3.あまりあてはまらない 4.あてはまら

ない」を「いいえ」としてデータを編成した．分析に

は IBM SPSS ver.24 を用い，有意水準は 5％とした

（*:p<.05,**:p<.01）．
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** 

** 

** 

* 

【授業前調査項目】計 10 項目 

（1） 今までに性教育の授業を受けたことがあります

か．（「1」か「4」で回答） 

（2） これまで学習してきた性教育は内容的に十分で

あった． 

（3） 教科書の情報だけで学習内容は十分である． 

（4） あなたは性に関する正しい知識を身に付けてい

ると思いますか． 

（5） あなたは性に関する情報に対して適切に判断す

ることができますか． 

（6） あなたは性に対して自分なりの意見を持ってい

ますか． 

（7） 性に対して「もっと知りたい」と思うことがあ

りますか． 

（8） 性教育の授業内容はこれからの生活に役に立つ

だろう． 

（9） 性教育の学習（授業）は大切だ． 

（10）性教育の学習（授業）は必要だ． 

 

【授業後調査項目】計 12 項目 

（1） 性教育の学習（授業）は興味・関心のもてるも

のであった． 

（2） これまで学習してきた性教育は内容的に十分で

あった． 

（3） 教科書の情報だけで学習内容は十分である． 

（4） あなたは性に関する正しい知識を身に付けてい

ると思いますか． 

（5） あなたは性に関する情報に対して適切に判断す

ることができますか． 

（6） あなたは性に対して自分なりの意見を持ってい

ますか． 

（7） 性に対して「もっと知りたい」と思うことがあ

りますか． 

（8） 性教育の授業内容はこれからの生活に役に立つ

だろう． 

（9） 性教育の学習（授業）は大切だ． 

（10）性教育の学習（授業）は必要だ． 

（11）性教育の学習内容が「不快」と感じることがあ

った． 

（12）性教育の学習内容は「時期尚早」だと思った． 

 

4 結果及び考察 

表 1 は授業前・授業後調査に共通するそれぞれの項

目において「はい」（あてはまる・ややあてはまる）と

回答した割合を示している．全項目において授業前調

査よりも授業後調査の方が高値を示す結果となり，（2）

（4）（5）（6）（7）（9）の項目においては有意差が認

められた． 

「（2）これまで学習してきた性教育は内容的に十分

であった．」では，全 7 回の性教育授業を終えて 

91.6％の生徒が「内容的に十分である」と回答して

おり，「（3）教科書の情報だけで学習内容は十分であ

る．」では，90.8％の生徒が「不十分である」と回答し

た．「（4）あなたは性に関する正しい知識を身に付け

ていると思いますか．」や「（5）あなたは性に関する

情報に対して適切に判断することができますか．」， 

「（6）あなたは性に対して自分なりの意見を持ってい

表１．性教育単元に関する授業前・授業後調査結果   

事前・事後の「はい」（あてはまる・ややあてはまる）の割合を示す（％）． 事前 事後 

（2） これまで学習してきた性教育は内容的に十分であった． 35.8 91.6 

（3） 教科書の情報だけで学習内容は十分である． 17.5 9.2 

（4） あなたは性に関する正しい知識を身に付けていると思いますか． 54.2 77.3 

（5） あなたは性に関する情報に対して適切に判断することができますか． 61.7 80.7 

（6） あなたは性に対して自分なりの意見を持っていますか． 60.8 80.7**

（7） 性に対して「もっと知りたい」と思うことがありますか． 65.8 82.4**

（8） 性教育の授業内容はこれからの生活に役に立つだろう． 89.2 95.8 

（9） 性教育の学習（授業）は大切だ． 95.0 100 

（10）性教育の学習（授業）は必要だ． 95.8 100 
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ますか．」では，約 80％の生徒が肯定的な回答を示し

ている．これらのことから，『ガイダンス』の指針や水

準を基に独自に開発した学習内容や教材が，生徒たち

の性（教育）に関する既有の知識や経験を包括的に補

い，学習内容に対する充足感を与えるだけではなく，

実際に知識を身につけ，自身の考えや意見を持ち，適

切に判断する力を培うことができたと自覚させるまで

に至ったと考えられる．また，「（8）性教育の授業内

容はこれからの生活に役に立つだろう．」では 95.8％

が肯定的な回答を示し，授業後調査に設定されていた

自由記述欄には，「性に関する内容を早期に学習するこ

とができて良かった」「無知のままその時を迎えること

は考えられない」等の感想が寄せられたことから，生

徒たちにとって本実践の学習内容が「机上の空論」や

「他人事」とならずに捉えられ，（これからの）生活と

密接にかかわる内容であると認識されたことが示唆さ

れた． 

また筆者の実感に過ぎないが，授業回数を重ねるに

つれて「性」という言葉や内容に対する反応に変化が

表れた．具体的には，実践当初は恥ずかしさや厭らし

さを感じていた生徒たちも，次第に真剣に向き合う態

度が養われていったように感じた．日常的な学校生活

の在り方においても，これまで生徒同士の会話やコミ

ュニケーションの中で頻発していた性に関する用語等

の乱用や悪戯が減少した．これらは『ガイダンス』で

「セクシュアリティ教育は知識の増加が，それ自体意

味のある成果であると同時に，より安全な行動につな

がるような最初のステップになるという双方に価値が

置かれる広範な活動 1)」と述べられているように，性

に関する正しい知識の獲得と性に対する価値観の確立

や変容が，正しい行動選択に繋がったものであると考

えられる． 

以上のように，本実践の性教育授業によって「性的

な関心が増す」「性行動が早まる」「寝た子を起こす」

といったしばしば性教育批判の理由として挙げられる

現象は発生せず，UNESCO や WHO が結論付けてい

る「『包括的な性教育』は，若年層の性行動を早めるこ

とはないばかりか，性行動をより慎重化させる 6)」こ

とに共通する結果を得ることができたといえよう． 

しかし，授業後調査の「（11）性教育の学習内容が

「不快」と感じることがあった．」の設問に対して「は

い」と回答した割合は 10.1％を示し，「（12）性教育の

学習内容は『時期尚早』だと思った．」の設問に対して

「はい」と回答した割合は 9.2％を示したことから，

授業で取り扱う内容や教材，授業前・授業中・授業後

における配慮の方法，実際の教授行動などを省察し，

改善すべき点を明確にしていくことが今後の課題とし

て挙げられる． 

 

5 結語 

本実践は，①科学的・包括的な知識に基づき，性に

関する情報の取捨選択及び正しい行動選択ができるよ

うにする，②性に対する自身の価値観を有することが

できるようにする，③セクシュアリティにおける多様

性を理解し，他者を尊重する態度が身につけられるよ

うにする，の 3 点を目標に，『ガイダンス』の指針や

水準を基に独自に学習内容や教材を開発して全 7回の

授業を行った点に特徴がある．本実践のように学習指

導要領に明示されていない内容を指導する際には，生

徒の実態把握に努めることや保護者の理解を得ること

が肝要である．特に生徒の身体的・精神的発達や性的

成熟の個人差や性的指向・性自認や宗教等には細やか

な配慮を要する 1)ため，養護教諭や学級担任等の他教

諭との密な連携は不可欠である．また，『ガイダンス』

が「セクシュアリティ教育は，教えることだけでなく，

校則や学校内での実践，カリキュラムや教材を通じて

なされる，学校全体の責任 1)」と述べるように，保健

授業や保健指導に限らず，学校全体でその必要性につ

いて共通認識を持ち，日常的な指導の中に組み込みな

がら推進する工夫も大切である．このように性教育に

関する実践は，配慮すべき点や周知すべき事項等，事

前準備にかかる労力が大きいことは否めない．このこ

とが「教育省の職員，学校長，教員を含む多くの人は，

（中略）セクシュアリティ教育を実施する必要性を納

得しない，あるいは進んで実践しない可能性がある．

1)」と『ガイダンス』が指摘する状況につながる理由

の一つかもしれない．また，保護者も多くの場合，文

化的規範，あるいは自分たちの無知や不快感のために，

子どもたちと性的な事柄について議論することに消極

的である 1)．このような大人たちの性（教育）に対す

る姿勢が，今日の性に関する諸々の課題を深刻化させ

ているのではないだろうか．だからこそ学校において，
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子どもたちの多くが性教育にふれる重要な機会を提供

すると同時に，性教育がなされる適切な体制（すなわ

ち，公的カリキュラム）をも提供する必要があると考

える．本実践が 1 つでも多くの性教育授業実践の実現

や参考となることを切に願う． 

 
【注釈】 

1）本稿では「性教育」と「セクシュアリティ教育」

の表記が混在するが，『ガイダンス』に関わる文脈

の場合に「セクシュアリティ教育」と表記した．引

用文については原文のままとした． 
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